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The most important active ingredient of Chinese licorice root (Glycyrrhiza uralensis), glycyrrhizin, 
is used as drugs and food additives. Here, we have demonstrated that combination of ultra 
high-performance liquid chromatography (UHPLC) and FTIR imaging to determine glycyrrhizin in 
Glycyrrhiza uralensis is a more effective and efficient quality control method.  
 
カンゾウ（Glycyrrhiza uralensis）の根は生薬「甘草」として知られており、有効成分であ
るグリチルリチン酸は甘味料としても広く用いられている。生薬「甘草」はチップ状で流
通しているものが多いため、その品質管理や産地判別が極めて重要な課題となっている。
これまで我々は、赤外イメージングと顕微ラマン分光に着目し、カンゾウのキャラクタリ
ゼーションを行ってきた。また、誘導結合プラズマ発光分光分析法(ICP-OES)や同位体顕微
鏡による元素分析を用い、カンゾウの産地判別法についても検討してきた。その中でグリ
チルリチン酸の分布を示した赤外イメージによるグリチルリチン酸の簡易定量法や同位体
顕微鏡による産地判別法の可能性を示してきた。本研究では実際の品質管理の現場を想定
し、食用ならび生薬として市販されているカンゾウについて、赤外イメージング及び超高
速クロマトグラフィー(UHPLC)を用いてグリチルリチン酸を評価・検討したので報告する。 
試料には食用ならび生薬として市販されているカンゾウ、標準試薬にはグリチルリチン
酸（和光純薬）、測定には UHPLC (Agilent Technologies, 1260 Infinity)と赤外イメージング
(Spotlight 400/Spectrum 400)を用いた。 
図１は UHPLC で測定した食用(a)ならび生薬(b)カンゾウの抽出液のクロマトグラムを示
した。リテンションタイム 10.94-10.97 には有効成分であるグリチルリチン酸のピークが検
出され、クロマトグラムのパターンからカンゾウであることが確認できた。また、グリチ
ルリチン酸の含有量を比較した結果、食用では明らかに少ないことが示された。図２には
食用(a)ならび生薬(b)カンゾウのグリチルリチン酸分布を表した赤外イメージを示した。グ
リチルリチン酸の分布と強度を比較検討した結果、生薬は食用に比べてグリチルリチン酸
が木部に集中していることが観察され、UHPLC と赤外イメージングを併用することで、カ
ンゾウの効果的な品質管理が行えることが示された。 
 
 
 
図 1. カンゾウの UHPLC クロマトグラム       図 2. カンゾウの赤外イメージ:  
(a)食用、(b)生薬                             グリチルリチン酸の分布           
                                            (a)食用、(b)生薬      
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